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法的通知

本製品を使用するにあたっては、http://NetAlly.com/terms-and-
conditionsもしくは出荷時に同梱されているエンド・ユーザー使用許

諾契約、または NetAlly と本製品の購入者との間で締結された法

的契約に従ってください。

オープンソースソフトウェアに関する確認 : 本製品にはオープンソース・

コンポーネントが組み込まれている場合があります。本製品のソース

コード・コンポーネントが存在する場合、NetAlly はそれを Link-
Live.com/OpenSourceで利用可能にします。

NetAlly はその単独の裁量で、技術情報、仕様、サービス、サポー

トプログラムをいつでも変更する権利を有します。
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お問い合わせ先

NetAlly.com

NetAlly
2075 Research Parkway, Suite A
Colorado Springs, CO 80920

さらに詳しい情報やサポートに関しては、

NetAlly.com/products/LinkRunnerG2および

NetAlly.com/Supportをご覧ください。

LinkRunner G2の登録

NetAllyに製品を登録すると、製品のアップデートやトラ

ブルシューティング手順など、役に立つサービス情報を

ご利用いただけます。

製品を登録するには、

NetAlly.com/Registrationをご利用ください。
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はじめに
LinkRunner G2 は、
Android ベースのネット
ワーク・テストおよびトラブ
ルシューティング・ツールで
す。これを使用することに
より、ネットワーキング担当
者はネットワーク接続と
POE 機能の確認、および
ケーブル配線の検証を簡
単に行えます。また、他の
NetAlleyテスターから実
施する性能テストのパケッ
ト・リフレクターとして
LinkRunner G2 を使用
することもできます。
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このガイドについて

このユーザー・ガイドは、LinkRunner G2
(LR G2)の全テスト機能とAndroidインターフェースの

基本要素について説明しています。このガイドは、ネッ

トワーキングのテスト操作に関する知識を持つユーザー

を読者として想定しています。
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PDF Readerアプリケーションの使
用

このガイドを快適に表示するために、LinkRunner G2
デバイスにはPDF Readerアプリケーションがプレインス

トールされています。

l 目次 リストの見出しをタップすると、対応するセク

ションにスキップできます。

l 青いリンクをタップするとリンク先に移動します。

下線付きの青いリンクをタップすると外部のWeb
サイトが開きます。

l 画面を 1度タップすると、Adobe Readerの画面

の上部および下部のアプリ・ツールバーを表示ま

たは非表示にできます。

l 画面を 2度タップするとズームイン/アウトできま

す。

l 上部のツールバーにある概要アイコン をタッ

チするとガイドの概要を表示して読みたいセクショ

ンを選択できます。

l また、概要アイコン をタッチして保存済みの

ブックマークやコメントにアクセスできます。

l 特定の用語を検索するには、検索機能 を

使用します。
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最も頻繁に使用される機能

下記のリンクにタッチすると、各機能の説明にジャンプで

きます。

"自動テスト"ページ 48

"ケーブル・テスト"ページ 66

"スイッチ・テスト"ページ 64

"テスト設定の構成"ページ 36

"ホーム画面"ページ 22

"リフレクター"ページ 75

"VLANモニター"ページ 78

"キャプチャ"ページ 80

"Wi-Fi Bluetooth USBアダプター"ページ 94
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安全性

次の安全情報をお読みください。

バッテリーの充電には、同梱のACアダプターまたは

PoE (パワー･オーバーEthernet)を使用してください。

接続の際には、適切なケーブルおよび端子を使用して

ください。

感電または怪我を避けるため、次の事項を厳守してく

ださい。

l 本製品が損傷している場合は、使用しないでく

ださい。本製品のご使用前にケースを点検し、プ

ラスチックに割れ目や欠けている部分があるかど

うか確認してください。

l 爆発性のガス、蒸気、または粉塵のある環境で

本製品を使用しないでください。

l 本製品には、ユーザーが修理できる部品はあり

ません。修理を試みないでください。

l 本器は、この説明書に記載されている方法での

み使用してください。これを守っていただかないと、

製品の安全保護機能が損なわれるおそれがあり

ます。
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安全記号

W
警告または注意: 機器またはソフトウェ
アの損傷または破損の危険がありま
す。

X 警告: 感電の危険性があります。

j 公衆電話回線には接続しないでくださ
い。

* クラス 1 レーザー製品。レーザーを直
視しないでください。
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物理的な機能
ユーザー・ガイドのこのセクションは、
LinkRunner G2 のポートおよびボ
タンを図示し、充電と保守について
説明しています。
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ボタンおよびポート

下記に、ボタンとポートの機能を説明します。

タッチスクリーン

USB ポート100/1000 BASE-X 
ファイバー・ポート

RJ-45 LANポートお
よび送信 LED

RJ-45 ケーブル･テスト/ 
ワイヤー･マッピング 
(WMAP) ポート

Micro USB 
On-the-Go 

ポート

Micro-SD
カード・スロット

充電
ポート

ケンジントン･
ロック

カメラおよび
フラッシュ

ボリューム・
ボタン

マイク

スピーカー

電源ボタン
およびLED

機能 説明

100/1000 BASE-X
ファイバー・ポート

SFPアダプターとファイバー・ケーブ
ルに接続

100BASE-FXおよび 1000BASE-
SX/LX/ZXに対応
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機能 説明

USB ポート USB デバイスに接続

RJ-45 LAN ポート
(10/100/1000
BASE-T)

Ethernetケーブルを使用してネッ
トワークに接続

PoEが利用可能な場合に装置を
充電

送信 LED
LEDが緑色に点灯 :リンク済み

LEDが黄色に点滅 :アクティビティ

ケーブル・テスト/ワ
イヤー・マッピング入
力
(WMAP)

パッチ・ケーブル・テストに使用

電源ボタンおよび
LED

装置がオンのとき、緑色に点灯

装置が充電中のとき、赤色に点
灯

充電ポート 充電の際にACアダプターに接続

マイク 音声入力が可能

カメラおよびフラッ
シュ

画像をキャプチャし、フラッシュライ
トとしても機能

Micro SD カード・
スロット

着脱式の追加ストレージ

Micro USB On-
the-Go ポート

PC、USB などの周辺機器と通信
するためにUSB On-the-Goコード
に接続

ケンジントン･ロック 装置をロックできます
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機能 説明

ボリューム・ボタン 音声ボリュームを調節できます

スピーカー 音声を再生します
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電源供給および充電

LinkRunner G2には、充電式リチウムイオン・バッテ

リーが搭載されています。LR G2の充電にはAC電源

またはPoE (パワー･オーバーEthernet)を使用しま

す。LinkRunner G2はUSBポートを介した充電はで

きません。

「ボタンおよびポート」を参照してください。

充電

AC電源を充電するには、同梱のACアダプターをコン

セントと装置の充電ポートに接続します。

PoEを使用して充電するには、使用可能な PoEまた

はPoEインジェクターを使用して、装置のRJ-45ポート

をネットワーク・スイッチに接続します。

注記: PoEを使用して充電するには、LR G2の電源が

オンであるかスリープ・モードになっており、テスト設定で

PoEを有効にする必要があります。

初回使用時は、バッテリーを 4～ 6時間充電してくださ

い。

電源のオン

l LinkRunner G2を起動するには、装置前面の

電源ボタンを押します。
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l 装置がオンのときに電源ボタンを押すと、スリー

プ・モードになります。

l 装置をオフにするには電源ボタンを 1秒間押し

ます。タッチスクリーンに [電源オフ]ダイアログ・

ボックスが表示されます。そこで電源オフをタップ

します。

l ハード電源オフ (ソフトウェアを終了せずに装置を

オフにする)を実行するには、電源ボタンを 5秒
間長押しします。

電源の初回投入時には、LinkRunner G2のテスト・ア

プリケーションが起動し、ネットワークのテストが開始しま

す。上部のRJ-45 LANポートまたは 100/1000 BASE-X
ファイバー・ポートを有効なネットワークに接続すると、テ

スト結果が表示されます。
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保守

ディスプレイは、レンズ・クリーナーと柔らかく糸くずの出な

い布を使ってクリーニングします。

ケースは、水または水で薄めた中性洗剤を湿らせた柔

らかい布でクリーニングします。

W注意:ケースに損傷を与える可能性がある溶剤や

研磨剤は使用しないでください。
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ホームおよび Android イ
ンターフェース
このセクションでは、Android のホーム画面と
ユーザー・インターフェースを使用して、装置の
ナビゲーションと整理を行う方法を説明します。

LinkRunner G2 インターフェースには、
Android デバイスの標準的な操作が多数採
用されています。タッチスクリーンをスワイプする
ことで、画面間を移動したり、上部の通知パネ
ルを下にドラッグしたりできます。
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スワイプとナビゲーション

LinkRunner G2で実行可能な画面やパネル間を移

動するナビゲーション・アクションは、Android電話やタ

ブレットのナビゲーションと同じです。

スワイプ

ホーム画面とLinkRunner G2テスト・アプリケーションの

ページ間を指で触って上下や右にドラッグ (スワイプ) し
たり、長い画面を上下にスクロールしたり、ナビゲーショ

ン・ドロワーやパネルを取り出したりできます。

長押し

ファイルやアプリケーションのアイコンを長押しすると、追

加の操作が表示されます。例えば、ファイル・マネー

ジャー・アプリケーションでファイル名を長押しすると、ファ

イルの移動や共有のオプションが表示されます。

21

ホームおよびAndroid インターフェース



ホーム画面

このアイコンをタ
ップすると、
ユーザー・ガイド
が表示されます。

ップ
ユー

これが通知
バーです。
画面上部から
下にスワイプ
すると、上部
通知パネルが
開きます。

これがデフォル
トのホーム画面
アプリです。
タッチして開い
てください。

NetAlly
アプリ・ストア

デバイス
設定

APPS 
画面

Web 
ブラウザー

ファイル･
マネージャー

これがホーム画
面です。
左から右にスワ
イプすると、ペー
ジがめくられま
す。
アプリ画面を開
き、ホーム画面に
アプリへのショー
トカットを追加し
ます。

前の画面
に戻ります。

タップすると、すべてのア
プリケーション
を表示したり閉じたりでき
ます。

ホーム
画面
に戻ります。

LinkRunner 
G2テスト・
アプリケーション
が開きます。
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通知バー

画面上部にある通知バーには、Androidシステムや次

のような LinkRunner G2からの独自の通知アイコンが

表示されます。

は、電源と充電に関する PoEへのアクセスを意

味しています。

は、有線イーサネット接続が確立されていることを

意味します。

通知バーでアイコンをスワイプすると、上部の通知パネ

ルが開きます。
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上部通知パネル

上部通知パネルには、ダウンロードやインストールされた

アプリケーション、搭載されたハードウェア、キャプチャさ

れたスクリーンショット、利用可能な更新など、装置か

らの通知が表示されます。

LinkRunner G2の一番上から下にスワイプ (タッチして

ドラッグ)すると、通知パネルが表示されます。

l 通知にタッチすると、関連アプリ、画像、デバイ

ス・オプションを開いたり、その他のアクションを実
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行したりできます。

l 通知を削除するには左へスワイプします。

l パネルの右下にある アイコンにタッチすると、

すべての通知が削除されます。

クイック設定パネル

画面上部から下にスワイプしても、クイック設定パネルを

開くことができます。下に2回スワイプするか、通知パ

ネル上部のダークグレー部分にタッチして開きます。

パネルでアイコンをタッチすると、その機能を有効化また

は無効化できます。オプションのWi-Fiおよび
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Bluetoothアダプター・アクセサリの使用の詳細について

は、Wi-Fi Bluetooth USBアダプターをご参照ください。
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アプリ

ホーム画面のアプリボタン にタッチして、アプリ一覧

画面を開きます。

左にスワイプまたはウィジェット をタッチすると、ウィジェッ

ト画面が表示されます。

アプリケーションのアイコンまたはウィジェットをタッチして

長押しすると、それをホーム画面に追加できます。
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アプリ･ストア

ホーム画面またはアプリ画面から、NetAlly アプリ・

ストアを開き、LinkRunner G2テスター専用の

Androidアプリケーションをダウンロードできます。

アプリを検索

するには検

索アイコンを

タッチします。

アプリ・ストアへのアプリの追加をリクエストす

るには、

Link-Live.comの[アプリ]ページにアクセス

し、右下にある Floating Action Button (FAB)を選択

してアプリをリクエストします。
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デバイス設定

Androidのデバイス設定を開くには、ホーム画面の設

定アイコン にタッチします。

デバイス設定画面を使用して、LinkRunner G2のディ

スプレイ、音声、日時、言語の調整、インストール済み

のアプリケーションやメモリー・デバイスの表示、ソフトウェ

アの更新、工場出荷時のデフォルトへの復元を行うこと

ができます。
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自動電源オフ

デバイスの自動電源オフ機能を有効にすると、LR G2
のバッテリー駆動時間を伸ばすことができます。デフォ

ルトでは、自動電源オフは [なし]になっています。

1. デバイスの[設定] から、表示 を選択します。

2. [表示]設定画面で、デバイスの自動電源オフを

タッチします。

3. ポップアップ・ダイアログ・ボックスで、操作しなくて

も LR G2の電源をオンにしたままにする時間を

選択します。LR G2は、選択した無操作の時間

が経過したら自動的に電源がオフになります。

また、[表示]設定画面では、LR G2がいつスリープモー

ドに入るのかも制御できます。
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共有

LinkRunner G2では、Androidスマートフォンのように

画像やファイルを「共有」することができます。共有アイ

コン が表示されたら、タッチすると設定済み共有オ

プションを見ることができます。

この例は、上部通知パネルからのスクリーンショットの

キャプチャ通知を示しています。

共有 にタッチすると、共有ツールのポップアップ・ダイアロ

グが表示されます。そこで、メール、SMS、Link-Liveへ
のアップロードなどの共有ツールを選択します。
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Link-Liveへのファイル共有

[共有ツール]ダイアログボックスから、LinkRunner G2
オプションをタッチして、ファイルを最新のテスト結果とと

もにLink-Liveのクラウド・サービスに共有できます。ま

たは、Link-Liveの[アップロードされたファイル]ページか

ら個々にファイル共有できます。
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スクリーンショットの保存

LinkRunner G2で電源 ボタンと音量ダウンボタンを

同時に1秒間押すと、現在の画面のスクリーンショット

を保存できます。(ボタンの位置については「ボタンおよ

びポート」をご覧ください)。

スクリーンショットのキャプチャに成功すると、

LinkRunner G2はビープ音を発し、上部通知パネルに

スクリーンショットのキャプチャ通知が表示されます。
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LinkRunner G2 アプリ
ケーション設定

この章では、テス
ト設定を構成
し、それをプロファ
イルに保存する
プロセスについて
説明します。
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左側のナビゲーション・ドロワー

LinkRunner G2テスト・アプリケーション設定にアクセス

するには、LinkRunner G2アプリケーション画面の左

上にあるナビゲーション・メニュー・アイコン にタッチし

ます。

Link-Liveに 要求され
ると、 装置の名前と 組
織名が ここに表示 さ
れます。 

ここをタップすると、 プ
ロファイル 画面 が開き
ます。

ここをタップすると、 設
定 画面 が開きます。 

ここをタップすると、 新
しい ジョブ コメントを
入力できます。

ここをタップすると、 リ
フレクター・ツールが使
用できます。

ここをタップすると、 お
使いの装置に関する情
報 が表示されます。

ここをタップすると、 
VLANモニター・ ツール
が 使用できます。

ここをタップすると、 パ
ケット・キャプチャ・ ツ
ールが 使用できます。
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テスト設定の構成

LinkRunner G2を設定すると、PoE用テスト設定、速

度/通信モード、セキュリティ、IP設定、テスト・ターゲッ

ト、自動テスト、スイッチ・テスト、ケーブル・テストのその

他の側面をカスタマイズできるようになります。

ご利用のネットワークに対応するようにテストを設定す

るには、LinkRunner G2アプリケーション画面の左上に

あるナビゲーション・メニュー・アイコン にタッチし、次に

オプションにタッチします。

プロファイル設定の保存と読み込み

設定画面のヘッダーは、現在のプロファイル名前を表し

ています。

設定をプロファイルに保存する (そして他のオプションを

表示する)には、設定画面の右上にある保存アイコン

をタップします。
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変更した設定をプロファイルに保存せずに維持するに

は、設定画面ヘッダーの左にある戻る左矢印にタッチし

ます。新しい設定が適用され、未保存の変更であるこ

とを表すアスタリスク*がプロファイル名に付けられます。

プロファイルの詳細は、「プロファイルおよびジョブ」を参

照してください。

テスト設定の説明
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PoE

PoE の有効化:自動テストのPoEテスト部分を有効

化するには、トグル・スイッチを右にスライドし、無効化

するには左にスライドします。

クラス: フィールド右側にある下向きの挿入記号 に

タッチして、ご利用のスイッチ (またはPoEインジェクター)
の使用可能なクラスに適合する PoEクラス設定を選

択します。LinkRunner G2は、最大 51Wまで供給

可能な CiscoのUPOEと、802.3btクラス5-8に対応し

ています。非 IEEEインジェクターを使用している場合

は、[インジェクター]オプションを選択します。

注記: LR G2は、ケーブルの電力ロスによって、スイッチ

またはインジェクターによって公表されている合計ワット

数を受信しない場合があります。

LLDP: このフィールドは、Class 4 (25.50W)を選択した

場合に表示されます。Class 4 LLDPは、自動テストで

正常に検出されるために、スイッチで有効にする必要が

あります。

注記:スイッチが LLDPをサポートせず、LR G2で LLDP
設定が有効になっている場合、LLDPネゴシエーション

は失敗しますが、それ以外の自動テストには影響しま

せん。
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要求電力 (W): このフィールドは、UPOEクラスが選択

されている場合に表示されます。フィールドにタッチする

とポップアップ・キーボードが表示されます。それを使用

して、要求されるワット数を入力します。

TruePower™ の有効化: TruePower機能を有効化

するには、トグル・スイッチを右にスライドします。

TruePowerは、スイッチ (PSE) とケーブル配線で要求さ

れた負荷時電力を供給できることを検証します。

接続

速度/デュプレックス:ネットワーク・テストの基準となる速

度/通信モードオプションを選択します。デフォルトは自

動ネゴシエーションです。

セキュリティー

802.1X 認証: トグル・スイッチを右にスライドすると、

802.1X認証が有効化されます。

EAP タイプ: このフィールドは、802.1Xが有効化されると

表示されます。下向き矢印にタッチして、正しいタイプ

を選択します。ユーザー名やパスワードなど他のセキュ

リティ・フィールドは、必要に応じて表示されます。

IP

IPv6: トグル・スイッチを右にスライドすると、IPv6が有

効化されます。
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IP の設定:下向きの挿入記号 にタッチすると、

[DHCP]と[静的 IP]をトグルできます。「静的」を選択

すると、IPアドレス、サブネット・マスク、その他のIP
フィールドが表示されます。各フィールドにタッチすると

ポップアップ数字パッドが表示されるので、適宜アドレス

を入力します。OKにタッチして保存します。

DHCP オプション: トグル・スイッチを右にスライドして

150、43、60から選択します。43または 150のオプショ

ンでは、VoIP TFTPサーバーまたは無線 LANコント

ローラーなどのキーサーバーのIPアドレスが必要です。

オプション 60では、ベンダークラスの識別子文字列を入

力できます。これによって、クライアントの種類のDHCP
サーバーが通知されます。

Proxy: トグル・スイッチを右にスライドすると、プロキシ設

定が有効化されます。プロキシが有効化されると、アド

レス、ポート、ユーザー名、パスワードのフィールドが表

示されます。各フィールドにタッチするとポップアップ・

キーボードが表示されるので、適宜データを入力しま

す。OKにタッチして入力したデータを保存します。

ターゲット

IPアドレスまたはURLを入力し、各ターゲットに対して

ICMPピングまたは TCPポート・オープン・テストを定義

すると、テスト・ターゲットを無制限に追加できます。
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アドレス: 自動テストが実行されると、LinkRunner G2
はこのフィールドに入力されたターゲット・アドレスに通信

しようと試みます。デフォルトはGoogle.comです。

l アドレスフィールドにタッチするとポップアップ・キー

ボードが表示されるので、新しいアドレスを入力

します。

l アドレス・フィールドの右側にあるアクション・オー

バーフロー・アイコン にタッチすると、ターゲット・

アドレス・フィールドを自動テストから削除するか、

現在のターゲット・アドレス・エントリーのコピーを

作成できます。

ポート : これは、TCPポート・オープン・テストのために

LinkRunner G2がターゲット・アドレスに接続するとき

に使用するポートです。デフォルトは 80です。ポート

フィールドにタッチするとポップアップ数字パッドが表示さ

れるので、新しいポート番号を入力します。[OK]にタッ

チして保存します。

Ping: トグル・スイッチを右にスライドすると、ターゲット・

アドレスに対して ICMPピング・テストが実行されます。

このトグルが有効化されると、[ポート ]フィールドが非表

示になります。

ターゲットをさらに追加: これをタッチして、ターゲット・ア

ドレス・フィールドをさらに追加します。
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テスト

停止条件: この設定により、選択したテストのステップの

後に自動テストが停止します。除外されたテスト・カー

ドは [自動テスト ]画面には表示されません。

Link-Live: トグルを左にスライドして、自動テストの結

果のLink-Liveへのアップロードを無効にして、自動テス

ト画面から Link-Liveアップロード カードを削除します。

VLAN

VLAN の有効化: トグル・スイッチを右にスライドすると、

VLAN設定が有効化されます。有効化されると、

VLAN IDおよび VLAN優先度フィールドが表示されま

す。これらのフィールドにタッチするとポップアップ数字

パッドが開きます。それを使用して、正しい ID と優先

度を入力します。[OK]にタッチして保存します。

注記: VLANの有効時は、VLANテスト カードが自動テ

スト画面に表示されます。

ユーザー定義のMAC

ユーザー定義のMAC の有効化: トグル・スイッチを右

にスライドすると、ユーザー定義のMACアドレスが有効

化されます。有効化されると、ユーザー定義のMAC
フィールドがグレーから黒字になります。
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ユーザー定義のMAC:有効化されている場合、この

フィールドにタッチするとポップアップ・キーボードが表示さ

れます。それを使用してMACアドレスを入力します。

[OK]にタッチして保存します。

一般設定

ケーブル単位:下向きの挿入記号 にタッチすると、

ケーブル・テスト測定単位としてメートルまたはフィートを

選択できます。

デフォルト設定: このフィールドをタップすると、

LinkRunner G2テスト・アプリケーションを工場デフォル

トのプロファイル設定に復元できます。復元するかどう

かを [はい]か[いいえ]で答えるよう求めるダイアログ・

ボックスが表示されます。

注記: LR G2デバイスを完全に工場出荷設定にリセット

する方法については「工場出荷時のデフォルトに戻す」

をご覧ください。
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プロファイルおよびジョブ

プロファイルとは、保存されたテスト設定です。現在アク

ティブなプロファイル名が、左側のナビゲーション・ドロ

ワーおよび設定 画面上部に表示されます (下記参

照)。

設定画面のヘッダーは、現在のプロファイル名前を表し

ています。

プロファイル名の隣に表示されているアスタリスク*は、

プロファイルを前回保存した時から設定の調整をユー

ザーが行ったことを示します。

設定をプロファイルに保存する (そして他のオプションを

表示する)には、設定画面の右上にある保存アイコン

をタップします。

プロファイル保存のオプションは下記の通りです。

l 保存 は、現在の設定を現在のプロファイルに保

存できます。

l 別名で保存 は、新しいプロファイルを現在の設定

で保存し、表示されたポップアップ・キーボードで
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新しい名前を入力します。保存にタッチすると、

プロファイルを新しい名前で保存できます。

l 読み込みではプロファイル画面が開きます。

プロファイル画面

この画面は、保存された全プロファイルを一覧表示しま

す。

注記: 「Link-Live」プロファイルは、Link-Liveクラウド・

サービスで作成され、LinkRunner G2にダウンロードさ

れたプロファイルです。Link-Liveで単一プロファイルを

作成し、複数のLinkRunner G2にダウンロードすること

ができます。

プロファイル名にタッチすると、保存された設定を読み込

むことができます。

プロファイル名の隣にあるオーバーフロー・アイコン に

タッチすると、プロファイルの削除、名前の変更、コピー

の作成ができます。

プロファイルのコピーを作成する場合、ポップアップ・ダイ

アログに新しいプロファイル名の入力を求められます。

保存にタッチすると、新しい名前を保存できます。
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ジョブ

ジョブとは、Link-Liveクラウド・サービスにアップロードさ

れたテスト結果に追加されたコメントです。これはテス

ト結果の整理に役立ちます。

ジョブ・コメントを保存するには、LinkRunner G2アプリ

ケーション画面左上のナビゲーション・メニュー・アイコン

にタッチし、次にジョブフィールドにタッチして、ダイア

ログ・ボックスとポップアップ・キーボードを表示します。

[OK]にタッチして新しいジョ

ブ・コメントを保存します。

LinkRunner G2に保存さ

れたジョブが Link-Liveの
フォルダ名と同じ場合、テス

ト結果はそのフォルダに自

動的に振り分けられます。

Link-Liveで新しいフォルダを作成し、そこにテスト結果

を保存する場合、前向きスラッシュ /をジョブ名の最初

に付けます (このページの図参照)。
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LinkRunner G2 テストお
よび結果
LinkRunner G2 の
主な機能には、メイ
ン自動テスト画面、
スイッチ・テスト画
面、およびケーブル・
テスト画面がありま
す。左右にスワイプ
すると、3 つのテスト
画面の間を移動で
きます。

ユーザー・ガイドの本
章では、各テスト・セ
クションとその結果に
ついて説明します。
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自動テスト

自動テストは、LinkRunner G2の電源を入れると自

動的に実行される有線のテストおよび測定のセットで

す。すでにオンになっている装置で自動テストを実行す

るには、LinkRunner G2上部のRJ-45ポートまたはファ

イバー・ポートを有効なネットワーク・スイッチに接続しま

す。画面下部のNetAllyロゴ にタッチして、

LinkRunner G2テスト・アプリケーションを開きます。

各テストがそれぞれの

カードの上に表示され

ます。カード右側にあ

る下向きの挿入記号

にタッチすると、結

果の詳細を表示でき

ます。

自動テストタブ・ヘッ

ダーには、失敗したテ

ストの件数が赤色

で、警告の件数が黄

色で示されます。画

像では、リンク・テスト

に警告があり、DNS
テストに失敗していま
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す。テスト・アイコンも、テスト結果に基づいて緑、黄

色、赤に変化します。

テストの再スタートはいつでも可能です。LR G2アプリ

画面右上のリフレッシュ・アイコン をタップしてくださ

い。

テスト設定は「LinkRunner G2アプリケーション設定」

で説明されています。

以下のサブセクションでは、自動テストのカードについて

説明しています。
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Power over Ethernet (PoE) テスト

PoEテストのヘッダーには、電圧、クラス、電力の測定

値が表示されます。

TruePowerが
PoE設定で有効化されている場合にのみ、PoEカード

にTruePower™の結果が表示されます。TruePower
は、選択したクラスに相当する負荷を適用して、PD
(Powered Device)を模倣します。

詳細な PoE の結果

PoE の結果 説明

リクエスト・クラス PoEテスト設定で選択されたクラス
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PoE の結果 説明

受信クラス
LRG2がスイッチから受信したクラス
確認

TruePower™ 電
力

負荷時の電力測定値

無負荷時電圧 無負荷時の電圧計測値

TruePower™ 電
圧

負荷時の電圧計測値

PSE タイプ

スイッチの通知給電機器 (PSE) タ
イプ。認識されるタイプは1～ 4、
LTPoE++、Cisco UPOE、および PoE
インジェクターです。UPOEをサポー
トするPSEはタイプ2に分類されま
す。タイプが特定できない場合は
1/2 と表示されます。

スペアー･ペアー
UPOEのスペアー・ペアのネゴシエー
ションのステータス (trueまたは
false)

ネゴシエーション
UPOEおよび Class 4のネゴシエー
ション・タイプ (UPOEまたはLLDP)

正 PoEケーブル・ペアー ID (正 )

負 PoEケーブル・ペアー ID (負 )

リンク・テスト

リンク・テストカード・ヘッダーには、通知速度/通信モー

ドがグレーで表示されます。検出された速度/通信モー
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ドは黒字で表示されます。

ページ 48のようにリンク・アイコンが黄色になっている場

合、LR G2が通知最高速度からのダウンシフトを検出

したことを意味します。

リンクの結果詳細

リンクの結果 説明

通知された速度
スイッチによって報告された速度
能力

実際の速度
LinkRunner G2が測定したリン
ク速度

通知されたデュプレッ
クス

スイッチによって報告されたデュプ
レックス能力
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リンクの結果 説明

実際のデュプレックス
LinkRunner G2が測定した使
用時のデュプレックス

受信ペアー リンク受信ペアー

極性 リンクの極性 :正または逆

インターフェース
リンク・インターフェイス:銅 /RJ-45
ポートまたはSFP/ファイバー・ポー
ト
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VLANテスト

VLANテストは、LinkRunner G2アプリケーション設定

でVLANが有効にされている場合、または自動テスト

中にVLANがタグされたトラフィックが検出された場合

のみに表示されます。

VLAN 結果の詳細

VLAN結果 説明

VID LRG2アプリケーション設定で選
択されたVLAN ID

優先度
LRG2アプリケーション設定で設
定されたVLAN 優先度

検出
自動テスト中に検出された
VLAN の数

VID 自動テスト中に検出された
VLAN ID
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スイッチ・テスト

スイッチ・テストカード・ヘッダーには、検出されたスイッチ

名が表示されます。スイッチ名が不明な場合には

Ethernetと表示されます。

LinkRunner G2が初回の自動テストからスイッチ情報

を獲得できなかった場合、リフレッシュにタッチすると次

のポートの通知/xDP (LLDPまたはCDP)をキャプチャ・

表示できます。

スイッチの結果詳細

スイッチの結果 説明

ポート 検出されたポート名

VLAN 検出されたVLAN ID番号
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スイッチの結果 説明

音声用 VLAN 検出された音声用 VLAN ID番
号

名前 検出されたスイッチ名

モデル 検出されたスイッチのモデル

アドレス 検出されたスイッチの IPアドレス

タイプ スイッチタイプ: CDPまたはLLDP
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DHCPテスト

DHCPテストカード・ヘッダーには、DHCPサーバーのIP
アドレスが表示されます。

DHCPの結果詳細

DHCP の結果 説明

検出
LRG2からのディスカバリー・フ
レーム・ブロードキャストのステー
タス

オファー時間

LRG2がディスカバリーを送信し
てから、DHCPサーバーからアドレ
ス・オファーを受信するまでの時
間
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DHCP の結果 説明

リクエスト
LRG2が送信したアドレス・リクエ
ストのステータス

ACK 時間
LRG2がリクエストを送信してか
ら、DHCPサーバーから確認応
答を受信するまでの時間

サーバー DHCPサーバーの IPアドレス

サブネット
LRG2がテストを行っているサブ
ネットのアドレス

オプション 150/43
テスト設定で DHCPオプションが
有効化されている場合に、
DHCPサーバーによって返された
IPアドレス

リース時間
IPアドレスがDHCPサーバーから
LRG2にリースされている時間
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DNS テスト

DNSテストカード・ヘッダーには、DNS IPアドレスが表

示されています。

DNSカードを詳細表示すると、各 DNSサーバーからの

応答時間を確認できます。LR G2が各 DNSサーバー

に3回ピングし、各ピングでの応答時間が表示されま

す。最大 4個のDNSサーバーがキャプチャされ、DNS
テスト・カードに表示されます。
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ゲートウェイ･テスト

ゲートウェイ･テストカードには、ゲートウェイのIPアドレス

が表示されます。

LR G2が各ゲートウェイに3回ピングし、各ピングでの

応答時間が表示されます。

連続 にタッチすると、ゲートウェイに対する連続モニタリ

ング・テストが実行されます。ダイアログ・ボックスに連

続ピング・テストの結果が表示され、ダイアログ・ボックス

を閉じるまで表示が続きます。
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ターゲット・テスト

ターゲット・テストは、自動テストが実行される度にLR
G2が接続を試みるユーザー指定可能なエンドポイント

です。ターゲット・テストは、ピングテストまたは TCP
ポート・オープンテストです。

「テスト設定の構成」の「ターゲット」をご覧ください。

ターゲット・テストカード・ヘッダーには、ターゲットの

URL/IPアドレス、およびポート番号 (該当する場合)が
表示されています。

詳細表示されたターゲット・テストカードには、ターゲット

のIPアドレス、テストのタイプ (ピングまたは TCP)、LR
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G2から受信した毎回の応答時間が表示されていま

す。

連続 にタッチすると、ターゲットに対する連続モニタリン

グ・テストが実行されます。ダイアログ・ボックスに連続

ピング・テストまたは TCPポート・オープン・テストの結果

が表示され、ダイアログ・ボックスを閉じるまで表示が続

きます。

Link-Liveアップロード

Link-Liveテストカードには、LinkRunner G2がテスト

結果を Link-Liveクラウド・サービスにアップロードできた

かどうかが表示されます。詳細は「Link-Liveクラウド・

サービス」をご覧ください。
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フローティング・アクション・ボタン

フローティング・アクション・ボタンは、Android と

LinkRunner G2の多くのアプリケーション画面に見ら

れ、現在の画面やテストに関連した追加アクションを

提供します。

FABを一度タップまたは

クリックすると、利用可能

な追加オプションが表示

されます。次に、実行す

るアクションのポップアッ

プ・ボタンにタッチします。

例えば、自動テスト FAB
では一番最近の自動テ

ストの結果に図やコメン

トを追加できます。これは、各テストの完了時にLink-
Liveに自動でアップロードされます。
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スイッチ・テスト

[スイッチ]テスト・タブは、LinkRunner G2が検出した

最初の数個のパケット上でポート・アドバタイズメント

(xDP)を検出することで一番近いスイッチからの情報を

表示します。

スイッチの名
前とモデル
スイッチIPアドレス

ポートとスロット番号
ポートVLAN ID

スイッチ・テストFABスイ

速度、デュプレックス: 

アドバタイズ値/検出値
速度
アド
PoEの電圧と電力:
アドバタイズ値/検出値アド

プラスとマイナスの
PoEケーブル・ペアー

銅/LANは青いライン
ファイバー/SFP
はオレンジ色のライン
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スイッチテスト画面で FABを

タップすると、次のアクションに

アクセスできます。

xDP を更新:次のポート・アド

バタイズメント (CDPまたは

LLDP)をキャプチャ・表示しま

す。

ポートのフラッシュ:スイッチに

よって、LinkRunner G2が接続されているポートで

LEDがフラッシュします。低速と高速の間でスライダーを

ドラッグして、他のスイッチ・ポートのLEDフラッシュ速度

と差別化します。

テストの再スタートはいつでも可能です。LR G2アプリ

画面右上のリフレッシュ・アイコン をタップしてくださ

い。
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ケーブル・テスト

ケーブル・テストはケーブルの長さと状態、ワイヤー・マッ

プ・パッチ、構造化ケーブルの特定、およびケーブルの

検出に役立ちます。[ケーブル]テストタブは、このセク

ションで説明されている設定を使用してテストを実行し

ます。

終端されていないケーブル・テストについて、長さ、短

絡、分割、断線の場所を特定できます。内部ワイ

ヤー・マッピング・ポートまたはWireViewアクセサリを使

用した、終端のケーブル・テストについて、ケーブル長、

短絡、開放、対分割、クロスオーバー・ケーブル、およ

びペアーの極性 (通常または負)を特定できます。

注記: LR G2は、スイッチに接続されたケーブルではケー

ブル・テストは実施できません。

テストの再スタートはいつでも可能です。LR G2アプリ

画面右上のリフレッシュ・アイコン をタップしてくださ

い。

必要に応じて「ボタンおよびポート」を参照してください。
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オープン・ケーブルTDR テスト

オープン・ケーブル(無終端)を上部のRJ-45ポートに接

続し、長さの測定、および短絡、開放、分割の表示を

行います。
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パッチ･ケーブル･テスト

上部のLinkRunner G2RJ-45 LANポートからのケーブ

ルを側面のRJ-45ケーブル・テスト/ワイヤー･マッピング・

ポートに挿入し、長さと/ワイヤー･マッピング (障害を含

む)を表示します。
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ワイヤー･マッピング

上部のRJ-45ポートを、外付けのWireViewCable ID
アクセサリで終端されたケーブルに接続します。

WireViewナンバー1は LinkRunner G2に同梱されて

います。WireViewsナンバー2～ 6は別売です。

ワイヤー･マッパー・ケーブル・テストでは、接続されてい

るWireViewの個数を表示します。ただし、ケーブルの

障害によって LR G2がWireViewを検出できない場合

もあります。

WireViewを使用すると、LinkRunner G2から100m
までのケーブル/ドロップ・ポートが追跡できます。
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* IntelliToneは、Fluke Networks の商標です。

トーン機能の使用

ケーブルは、FlukeNetworks* IntelliTone™プローブま

たはアナログ・プローブとトーン機能 (Tone function)を
併用して追跡することもできます。

上部のRJ-45ポートにケー

ブルを接続して FABにタッ

チし、ご利用のプローブに

適したトーン・オプションを

選択してください。

LinkRunner G2はケーブ

ル全体に向けてトーンを発

し、プローブがそれを検出

します。これによって、ワイ

ヤーの追跡や、スイッチ・クローゼット内でのワイヤー検

知が可能になります。
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Link-Live クラウド・サービ
ス
Link-Live クラウ
ド・サービスは、
接続テスト結果
の収集、追跡、
整理、レポート
作成が可能な
無料のオンライ
ン・システムです。LinkRunner G2 の要求が
完了すると、テスト結果は自動的にアップロード
されます。

LR G2 を Link-Live に要求すると、装置の
ファームウェアのアップデートと、LinkRunner
G2 と併用するために選定されたNetAllyアプ
リ・ストアの専用アプリケーションにアクセスでき
ます。
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Link-Liveスタート・ガイド

サービスの利用を開始するには、Link-Live.comでアカ

ウントを作成し、サインインします。

LinkRunner G2装置上の操作

LR G2装置のLinkRunner G2テスト・アプリケーション

で、画面左上のナビゲーション・メニュー・アイコン に

タッチし、ナビゲーション・ドロワーで今すぐ要求 にタッチ

します。

Link-Live内

Link-Liveへの初回サインイン時には、ポップアップ・ウィ

ンドウが表示され、デバイスの要求を行うよう指示され

ます。

すでにユーザー・アカウントと、Link-Liveに要求されてい

る他の装置をお持ちのユーザーは、左側のナビゲーショ
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ン・ドロワーで装置 を開き、画面右下の装置

の要求 ボタンをクリックします。

LinkRunner G2の図を選択し、Link-Live
ウェブサイト上の要求の手順に従います。

Link-LiveクラウドにLR G2が要求されると、自動テス

トを実行するためにその結果が自動的にアップロードさ

れます。

LR G2からは、自動テスト FABを使用してテスト・コメ

ントおよび写真をテスト結果とともにアップロードし、ジョ

ブ機能を使用して Link-Liveで結果を自動でフォルダ

へとソートできます。LR G2が有効なネットワークに接

続されていない場合は、テスト結果および写真やコメン

トはメモリに保存され、接続が確率されるとアップロード

されます。

Link-Liveの使用法に関する詳細は、Link-Liveウェブ

サイトの左上にあるナビゲーション・メニュー・アイコン

をクリックまたはタッチして、 を選択します。

要求取消

LR G2をデバイス上のLink-Liveから要求取消したい

場合は、左側のナビゲーション・ドロワーの詳細 を開い

て要求取消 を選択します。
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LinkRunner G2 のツール
LR G2 は、パフォーマンス・テスト・リフレクター、
VLAN モニター、およびパケット・キャプチャ・ツー
ル機能も搭載しています。これらを本章で解
説します。

左側のナビゲーション・ド
ロワーからツールにアクセ
スできます。
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リフレクター

リフレクター機能を使用すると、LinkRunner G2は他

のNetAllyテスト・デバイスによって実施されるパフォー

マンス・テストのリフレクターとして機能できます。

[リフレクター]画面を開くには、LinkRunner G2アプリ

ケーション画面左上にあるナビゲーション・メニュー・アイ

コン にタッチし、次にリフレクターにタッチします。

IP アドレス: [リフレクター画面]を開くと、LR G2は自動

的に一番上のフィールドのIPアドレスを取得して表示し

ます。このIPアドレスを使用して、お手持ちの主なパ

フォーマンス・テスト・デバイスから LR G2に接続します。

MACアドレス: LinkRunner G2のMACアドレス
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パケット・タイプ:下向きの挿入記号 にタッチすると、

パケット・タイプ・フィルター設定を選択できます。MAC
+ NetNelly設定では、転送先のMACアドレスが LR
G2のMACアドレスおよびNetAllyペイロードに一致し

ている場合にのみ、LR G2はパケットをリフレクトするこ

とができます。

スワップ:下向きの挿入記号 にタッチすると、スワッ

プ設定を選択できます。MAC + IPでは、LR G2にリフ

レクトが戻されるパケットに対して、LR G2は転送元と

転送先のMACアドレスと IPアドレスを入れ替えること

ができます。

注記:推奨設定は、パケット・タイプ: MAC + NetAlly
およびスワップ: MAC + IPです。その他のリフレクター

設定では、ネットワークに不要なトラフィックを引き起こ

す可能性があります。

76

LinkRunner G2 のツール



リフレクター機能を起動するには、この画面で

FABをタップします。リフレクターを停止するに

は再度タップします。

実行中、リフレクター画面には、受信・リフレクトされた

バイト数が表示されます。

設定と結果表示に関する詳細は、NetAllyパフォーマ

ンス・テスターのユーザー・マニュアルをご参照ください。
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VLANモニター

VLANモニター・ツールでは、検出された仮想 LAN上の

トラフィックをリアルタイムで表示できます。
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トラフィックが多い上位 9個のVLANがパイ・チャートで

色別に表示され、残りは「その他」カテゴリにグループ化

されます。
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キャプチャ

パケット・キャプチャ・ツールを使用して、パケット・キャプ

チャを保存して、それらを Link-Liveにアップロードして、

PCにダウンロードして分析できます。

注記:パケット・キャプチャを実行および保存するには、

LR G2にMicro SDカードを挿入する必要があります。

「Micro SDカードの使用」を参照してください。

[キャプチャ]画面を開くには、LinkRunner G2アプリ

ケーション画面左上にあるナビゲーション・メニュー・アイ

コン にタッチし、次にキャプチャを選択します。
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ファイル名:キャプチャ・ファイルは、日時で自動的に名

前が付けられます。このフィールドをタッチしてカスタムの

名前を入力します。

ファイル・サイズ: このフィールドをタッチしてキャプチャ・ファ

イルのサイズを指定します。デフォルトは 1MBです。

キャプチャされたファイルがこのサイズに達すると、キャプ

チャは停止します。キャプチャの実行中には、[ファイル・

サイズ]フィールドにはデータのキャプチャにあたり現在の

ファイル・サイズが表示されます。

フレーム・スライス・サイズ: このフィールドをタッチして、

キャプチャ用に特定のフレーム・スライス・サイズを選択し

ます。デフォルトは [無制限]です。

フレーム:キャプチャの実行中、[フレーム]フィールドには

キャプチャされたフレーム数が表示されます。

SD容量:キャプチャの実行中、このフィールドにSDカー

ド上の残容量が表示されます。

キャプチャ・ファイルの保存とアクセス

キャプチャを開始するには、この画面で FAB
をタップします。パケットのキャプチャを停止す

るには再度タップします。
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キャプチャが完了すると、上部通知パネルに通知が表

示され、キャプチャ・ファイルを共有するオプションが提

示されます。

キャプチャされたファイルを LR G2に保存すると、キャプ

チャ済みファイルフィールドがキャプチャ画面に表示され

ます。フィールドをタッチして [キャプチャ済みファイル]画
面を開きます。

ファイル名の右にあるアクション・オーバーフロー・アイコン

をタップして、削除、名前変更、またはキャプチャ・

ファイルを Link-Liveに共有 できます。
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また、ファイル・マネージャー・アプリケーションからすべて

のキャプチャやその他のファイルにアクセスすることもでき

ます。キャプチャ・ファイルは挿入されている SDカードに

保存されます。
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ソフトウェア管理
この章では、
LinkRunner G2
を使用してファイル
を保存および転送
する方法を説明し
ます。
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ファイルの管理

LinkRunner G2は、Androidデバイスに準じて複数の

ファイル管理メソッドに対応しています。画像、ドキュメ

ント、アプリケーション、その他のファイルがフォルダ階層

に存在し、ユーザーはフォルダ間または外付けストレー

ジとの間でファイルのコピー、移動、貼り付けができま

す。

「スワイプとナビゲーション」も参照してください。

ファイル・マネージャー・アプリケーション

ユーザーはファイル・マネージャー・アプリを使用して、LR
G2に保存されているファイルにアクセスできます。ホー

ム画面下部の アイコンにタッチすると、ファイル・マ

ネージャーが開きます。

ファイル・マネージャー

内でフォルダーやファ

イルにタッチすると、そ

れが開きます。

長押しをファイル・マ

ネージャー内のフォル

ダーやファイルで行う

と、詳細なファイル管

理操作が表示されます。
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ファイル・マネージャー(FileManager)に常時表示されて

いるオーバーフロー・アイコン にタッチすると、新規フォ

ルダーの作成やホーム画面へのファイルの追加など、さら

に多くのアクションが表示されます。

Micro SD カードの使用

1. Micro SDカードをストレージとして使用するに

は、LinkRunner G2の右側にあるMicro SD
カード・スロットにカードを挿入します。Micro SD
カード・アイコン が LR G2画面上部の通知

バーに表示されます。

2. LR G2画面で上部通知パネルをプルダウンする

と、「新しいSDカードの検出」通知が表示されま

す。

3. セットアップにタッチします。

4. SDカードのセットアップ画面で、携帯用ストレー

ジとして使用 を選択すると、Micro SDカードを

LinkRunner G2と他デバイスの間のファイル転送

に使用できます。

5. 画面左下の次へボタンにタッチします。
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6. 完了 をタッチします。

7. ファイル・マネージャー アプリケーションで現在

利用可能な SD カードストレージの位置が表示

され、それが接続されているという通知が上部通

知パネルに表示されます。

USB ドライブの使用

LR G2上部のUSBポートにUSBフラッシュ・ドライブを

挿入します。

ファイル・マネージャー アプリケーションで現在利用

可能な USB ストレージの位置が表示され、それが接

続されているという通知が上部通知パネルに表示され

ます。

Micro USBケーブルの使用

1. USBコードのMicro-USBコネクター端を LR G2
の右側にあるMicro-USBポートに差し込み、

USB端を PCまたはタブレットに差し込みます。

(PC画面で LR G2フォルダーが自動的に開かな

い場合は、下の操作を行います。)

2. LR G2画面で上部通知パネルを下にスライドして

通知を表示します。

3. 次にファイル転送のためのUSBにタッチします。

87

ソフトウェア管理



4. ポップアップ・ダイアログで、ファイル転送 オプション

をタップします。

5. 必要に応じて、PCまたはタブレットのファイル・シ

ステムで LinkRunner G2のフォルダを開きます。

そこから LinkRunner G2ファイル・システムとの間

で、ファイルの移動、コピー、貼り付けが可能にな

ります。
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ファームウエアの更新

LinkRunner G2は、Link-Live クラウド・サービスからソフト

ウェア更新にアクセスします。

注記 :ユーザー・アカウントを作成し、LRG2向け Link-Live
クラウド・サービスにLinkRunner G2装置を要求しなけれ

ばなりません。「Link-Liveスタート・ガイド」を参照してくだ

さい。

1. 更新をデバイス設定内で確認するには、ホーム画

面下部の設定アイコン にタッチします。

2. [設定 ]画面を下にスクロールしてシステムセクショ

ンを見つけ、テスターについてにタッチします。

3. [テスターについて]画面の上部にあるアップデート

の確認 にタッチします。

4. [システム更新 ]画面で、更新のチェックにタッチしま

す。ソフトウェアの新しいバージョンが利用可能であ

る場合、それが現在のバージョンの下に示されま

す。

5. 最新のバージョン番号をタップしてからダウンロード

をタッチして、最新のソフトウェアをダウンロードおよび

インストールします。

6. 新しいソフトウェアがダウンロードされたら、インストー

ルをタッチしてインストールを開始します。
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工場出荷時のデフォルトに戻す

W注意: この操作は、すべてのテスト結果、インストー

ルされたアプリケーション、保存されたファイル、デバイス

設定を削除し、工場出荷時の状態にリセットします。

必要なファイルはバックアップしてください。

1. Androidデバイス設定にアクセスするには、ホー

ム画面下部の設定アイコン にタッチします。

2. 設定画面を下にスクロールして個人 セクションを

見つけ、リセット にタッチします。

3. リセット画面で、リセットして工場出荷時のデータ

を復元 にタッチします。

4. [リセットして工場出荷時のデータを復元]画面下

部で、LINKRUNNER G2 のリセット にタッチしま

す。

5. 装置がもう一度、すべてのデフォルトを復元する

かどうかの確認を求めます。復元を実行するに

は、すべてを削除 にタッチします。

装置が工場出荷時の設定で再起動します。
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言語の変更

1. LinkRunner G2インターフェースで言語を変更

するには、ホーム画面下部の設定アイコン に

タッチしてデバイス設定に移動します。

2. [設定]画面を下にスクロールして個人 セクション

を見つけ、言語と入力 にタッチします。

3. [言語と入力]画面で、言語 にタッチします。

4. リストで希望の言語名にタッチします。LR G2が
選択された言語を表示します。
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その他の機能
本章では、内蔵カメラ、フラッシュライト、および
Wi-Fi/Bluetooth/BLE サポート用の Edimax
アダプター (オプション)の使用方法を説明しま
す。
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カメラとフラッシュライト

カメラ・レンズとフラッシュは LinkRunner G2装置の背

面にあります。(「ボタンおよびポート」を参照)。

カメラアプリケーションがアプリ画面にあります。ホーム画

面のアプリボタンにタッチして、アプリ画面を開きます。

カメラ・アプリ・アイコンにタッチしたりホールドしたりできま

す。手早くアクセスできるように、ホーム画面ページにア

イコンを置きます。

また、自動テストが完了すると、フローティング・アクショ

ン・ボタンが表示され、カメラ・アプリケーションを開くオプ

ションが提供されます。これを利用すると、写真を撮っ

て自動テストの結果に添付したりできます。

フラッシュライト機能は、LR G2画面上部から2回スワ

イプすることで、クイック設定パネルからアクセスできま

す。
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Wi-Fi Bluetooth USBアダプター

LinkRunner G2は、2つのWi-Fi Bluetooth USBアダ

プターをサポートしており、別個に購入できます

(Edimax N150 EW-7611ULBおよび Edimax AC1200
EW-7822ULC)。

これらのアダプターを使用してネットワークにワイヤレス接

続すると、インターネットのブラウジング、ファイル転送、E
メール使用、アプリケーションの実行ができます。

USBアダプターを LinkRunner G2上部のUSBポート

に接続します。

Wi-FiやBluetooth への接続

1. LR G2画面で上から2回スワイプして

クイック設定パネルを開きます。.

2. Wi-FiまたはBluetoothの上のアイコンをタップし

て、Wi-FiまたはBluetooth機能を手早く有効

化したり無効化したりできます。

3. 利用可能な Wi-Fiネットワークのリストを表示す
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るには、 をタップします。

4. ネットワーク名をタッチして接続します。

オプションとして、その他の設定 にタッチして、Wi-Fiデバ

イス設定画面を開いたり、その場でWi-Fiを管理したり

できます。

Wi-FiネットワークまたはBluetoothデバイスが選択さ

れると、名前がクイック設定アイコンに表示されます。
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Bluetoothデバイスに接続するには、 を

タッチして、利用可能な Bluetoothデバイスをスキャン

します。

詳細設定 は、Bluetoothデバイスの設定も開きます。

Wi-FiまたはBluetoothの設定画面で、アクション・

オーバーフロー・アイコン にタッチしてスキャンプロセス

をリフレッシュしたり、他のオプションを表示したりできま

す。
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仕様と準拠
準拠義務情報は本章に記載されています。
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仕様と準拠

寸法 9.7 cm x 19.6 cm x 4.1 cm

重量 0.51 kg

電池
充電式リチウムイオン・バッテリー・パック
(3.6 V、6 Ah、21 Wh)

電池の寿命
標準の作動期間は4時間 (PoE上では
無限 ) です。平均的な充電時間は3
時間です。

ディスプレイ
静電容量式タッチスクリーン搭載 5.0イ
ンチ・カラー LCD (480 x 854ピクセル)

キーパッド: 1キー、エラストマー製 (電源のみ)

ホスト・イン
ターフェース

Micro USB On-the-Goポート

USB ポート USB 2.0 Type Aポート

SD カード・
ポート

Micro SD対応

メモリー
テスト結果やユーザー・アプリケーションの
保存用に約 3 GB を使用可能

対応メディア
10BASE-T、100BASE-TX、1000BASE-T
(IEEE-802.3) および PoE

ケーブル・テ
スト

ペアー・ケーブル長、断線、短絡、対分
割、対交差、ストレート、ケーブル ID

トーン・ジェネ
レーター

デジタル・トーン: [455 KHz]、アナログ・
トーン: [400 Hz, 1 KHz]

ポート RJ-45銅線ポート
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100/1000BASE-Xファイバー・アダプター・
ポート

外部 ACア
ダプター/
充電器

AC入力 : 90-264 Vac 48-62 Hzの入力
電源、DC出力 : 15
Vdc (2 amps) またはRJ-45 (PoE)

LED LED 2個 (送信およびリンク・インジケー
ター)

環境仕様

動作温度
0 ºC～ +45 ºC (注 :テスターの内部
温度が50 ºCを超えている場合、
バッテリーは充電されません。)

動作相対湿度
(% RH、結露な
し)

90% (50ºF〜95ºF; 10ºC〜35ºC 75%
(95ºF〜113ºF; 35ºC〜45ºC)

保管温度 -20ºC～ +60ºC

衝撃および振動
1 mの落下テスト、ランダム、3.8
grms、5 Hz～ 500 Hz (クラス2)

安全性 IEC 61010-1:2010:汚染度 2

高度
動作時 : 4,000 m、保管時 : 12,000
m

EMC
IEC 61326-1:2013:一般的な環境
用の計測器類、CISPR 11:グループ
1、クラスA

グループ 1:機器自体が機能するために必要な導電結合無

線周波数エネルギーを意図的に生成するか、または使用し

ます。
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クラス A:屋内以外のすべての環境および屋内での使用を目

的とした低電圧給電網に直接接続された環境での使用に

適しています。他の環境では、伝導妨害および放射妨害の

ために電磁的な互換性の確保が困難になる場合がありま

す。
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認定および適合の規格

P 関連する欧州連合指令に適合。

関連するオーストラリアの安全規格および
EMC規格に準拠。

� 米国連邦通信委員会の47 CFR Part 15
要件に準拠。

� UL北米安全規格への準拠が認定されて
います。

Ã 関連する韓国のEMC規格に準拠。

韓国の EMC 規格に関する追加情報

電磁適合性。韓国内で使用する場合のみ適用。ク
ラスA機器 (放送および通信産業用機器 ) [1]

[1] 本製品は産業用 (クラスA)電磁機器の要件に適合して

います。販売者またはユーザーはこの点を認識している必要

があります。本機器は商用での使用を目的としており、家

庭での使用は考慮されていません。
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